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論　　文　　の　　要　　旨

　地殻内の化学反応には、物質移動を伴うことがあり，いわゆる交代作用（㎜OtaSO鰍tiSm）はその

例である。交代作用により形成されたスカルンには大量の物質移動が関与しており害その成因論は

現在にいたるまで多く提出されている。その一つであるKorzhinskiiの理論はヨー般に受けいれられ

て居るものの充分なデータを基にしたものではない。本論文はヨ岩手県釜石鉱山における閃緑扮岩

源累帯スカルンを例にヨ詳細な記載と約5千点に及ぶ面分析による化学分析値をもとにしてスカル

ンの成因を解明することを目的としたものでありラ5章及び付録により構成されている。

　第1章：本累帯スカルンの詳細な記載にもとづき、従来の，ことにKorzh虹skiiのスカルン形成㎜ode1

と比較検討している。本累帯スカルンは

　（！）ざくろ石スカルン

　（2）鉄サーラ輝石スカルン

　（3）緑れん石1輝石スカルン

　（4）緑れん石画角閃石スカルン

と帯状分布しており、スカルン溶液と閃緑扮岩との反応により、他の帯の履歴を経ずに直接形成さ

れたことが明らかとなった。したがって従来の㎜ode1，すなわちヨ各帯の時空的変化はクロマトグラ

ヒーの様に空問的に一定の帯の順序をもったまま他の帯を交代しながら形成されて行く㎜Ode1を否定

している。
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　第2章：スカルン形成のための新しい㎜ode王を提唱するためにラ交代反応における熱水の挙動をス

カルン脈形成に関係づけて論じラ交代作用における力学的側面ラすなわちヲ体積変化を強調してい

る。スカルン化作用においてはヨ第一近似としてラI既存の鉱物が溶解することにより反応系から逃

散する成分の質量と，交代する鉱物が結晶化することにより反応系に流入苗固定される成分の質量

がほぼ等しいことが指摘された。これが体積減少をもたらし雪スカルン帯中のスカルン脈生成によ

り体積が補償されている。

　第3章：各帯のスカルン鉱物の化学組成の相違及び原因を第2章における質量収支関係にもとづ

き論じている。各帯の全岩化学組成はラCaO一（Mg○十A1．O。）一（FeO＋FeO。）の3成分系で表わ

されラ各帯の総鉄含有量はほぼ一定である。一方各スカルン鉱物はラいずれも2成分系固溶体を形

成し、一つの個体内で組成変化は雪10モル％以上にも及ぶ。しかしその平均組成は一つの帯の中で

はそれぞれほぼ一定であることが述べられている。各鉱物内での化学組成のばらつきはラー定の組

成の溶液からであっても結晶成長時にもたらされる動カ学的な効果によるものと結論されている。

　付録には実際の鉱物内での組成パターンを求めるために開発したラEPMAによる硅酸塩迅速分析

法について述べられている。此の方法ではラ測定誤差は1～2モノレ％以内であることが示されてい

る。

　第4章：上述の方法によって求められたラ輝石及び緑れん石の結晶内での組成変化について述べ

てある。緑れん石のセクター害或いは累帯構造等は結晶面に規制された濃度分布を示し，その間隔

はピスタサイト分子2～3モルである。ところが斜長石斑晶を交代した緑れん石結晶の集合体は次

のような組成的特徴を持つ。すなわち

　（五）ピスタサイト分子2～3モノレからなる濃度分域が存在する。

　（2）濃度パターンは不規則なすみ流し状であるが、結晶の外形に支配されたパターンを示す。

　（3）濃度パターンはしばしばバイモーダルとなる。

　これらの集合体の特徴は単一の結晶に認められたものと変らない。このように交代反応は過飽和

熱水溶液からの結晶成長を伴っていることを明らかにした。

　第5章：以上をまとめヨスカノレン形成の新しいmode豆を提唱している。交代作用における熱水の移

動画物質の移動速度とスカルン帯の成長速度を加味したものである。

審　　査　　の　　要　　旨

　交代作用の様式を明らかにすることは地質学における重要問題の一つである。著者は詳細な記載

と彪大な化学分析値を活用しヨ従来のKorzh量ns量量のmode玉よりはるかに現実的なmode1を提唱してい

ることは注目に値する。なお緑れん石の単体及びその集合体に埼ける組成のばらつきに関してはラ

時間的な組成の変化と空問的な組成の変化は殆ど等しいことの発見があるが曾これは特記すべきで

ある。
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　しかしながらヨスカルンの各帯による酸化状態がどのような具体式で表現されるか等はまだ明ら

かにするに至っていない。これは著者の今後の研究に期待するものであるがラ本論文は交代作用ヨ

スカルン形成の研究に寄与するところが大である。

　よって冒著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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